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１． 研究計画の概要   

研究計画の概要は次のようなものである
。最初に幾何学的考察を用いて同境界理
論を計算する。その後代数学の体論を利
用して、Chow ring を計算する。さらに
algebraic topologyを使って、モチビック
コホモロジーまで計算しようと言うもの
である。計算する空間は位相群の
classifying spaces、たとえばBU(n), 
BO(n)などと、２次形式で定義される代
数多用体(quadrics)である。 

 
２． 研究の進捗状況  

数年前より、Voevodsky, Rost,Suslin の
論文が発表されBloch-Kato予想の解決も
宣言された。さらに Levine 
Pandraharipande により、同境界理論
の新しい定義が発見された。このことを
使い数年前より、分類空間の計算を進め
ている。最近になってconiveau spectral 
sequenceとそれを使って定義される
filtration が重要である事に気がついた。
一番簡単な場合、つまり直交群の場合に
motivic cohomologyまで計算できるよう
になった。 例外群に関してはGottliebe 
transferがmotivic cohomology に存在
すれば計算できる事がわかった。 なお、
いずれの場合も同境界理論を計算するた
めにはAtiyah-Hirzebruch spectral 
sequenceも必要で、それの研究をロシア
人の数学者Vishikの力を借りて行なって
いる。 それ以外にも２次形式で定義さ
れる代数多用体(quadrics)に対する計算
もVishik、Rostの方法を勉強しながら行
なっている。なお、この場合定義体が実
数体ならば、上の coniveau spectral 
sequence が collapse することがわか
った。 
 

 
３． 現在までの達成度  

① 当初の計画以上に進展している。 
当初の計画である一番簡単な分類空間
BO(n)についてはモチビックコホモロジ
ーまで計算できた。例外群に関しては
Gottlibe transfer の仮定が必要になっ

た。しかし ２次形式で定義される代数
多用体(quadrics)の Chow ring および
motivic cohomology の計算が Vishik 
等の助けによりできるようになった。こ
れは予想以上の進展であった。 

 
４．今後の研究の推進方策  
  現在、分類空間 BSO(n)等については

Gottliebe の定理をモチビックコホモロ
ジーにも仮定して計算しているが、それ
を な く し て 行 き た い 。 Gottliebe 
transfer の証明方法は色々案があるが
現在、上手くいかない。模索中である。 

  ２次形式で定義される代数多用体
(quadrics)の Chow ring および motivic 
cohomology の計算は上手くいっている。
Vishik, Rost, Totaro の理論を使い、そち
らを推進させたい。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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